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創価大学 人間学科 開設記念講演会

私 と歴史学

章 開涜

華中師範大学元学長

日時:2007年4月3日(火)午 後1時

会 場:A128・Al29教 室

尊敬 す る諸先生,学 生の皆様,こ んにちは。私 は若 い学 生諸君 を拝見す る

とす ぐに興奮 して しまい ます。 あ る友人 の私 につ いての笑 い話 ですが,「 章

開涜先生 は学生 と会 うこ とは出来 ませ んね。 も し会 った とした らす ぐに興奮

して しまうか ら」 とい うのです。 しか し,今 日は皆 さん ご心配 な く。今 日は

妻が傍 にお りますか ら興奮 しませ ん。

さ きほ ど,創 価女子 短期 大学か ら妻 に 《最光 栄誉 賞》 を賜 りました。 この

賞 は彼女 自身に と りま して も,ま た私 の家族,我 が大学 に と りまして も,大

変大 きな励み にな りま した。 この場 をお借 りして妻 と私 自身 と家族か ら,ま

た華中師範大学 を代表 いた しま して,池 田大作先生,並 び に創価 大学 山本学

長,創 価女子短期大学福 島学 長,教 職員 の皆様,そ して ご列席 の学生 の皆様

に深 く感謝申 し上げ ます。

それでは,講 演 を始め させ ていただ きます。 まず始め に,ど うい う理由で,

私が創価 大学 を訪 問す る ことになったか とい うことをお話 ししたい と思 いま

す。それ はある一冊 の書物 のおかげ なのです。 その本 とは,池 田先生 とイギ

リスの歴史学者 トイ ンビー博士 との対 談 『二十一世紀へ の対 話』であ り,中

国語 版で は 『展望 二十一世紀 』 とい う1985年 に出版 され た本 です。 トイ ンビ
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一博十 は,私 が ち ょうど皆様 と同 じ年齢 の大学生 の頃か ら,心 か ら尊敬 して

いる歴史 の 「大師」 であ ります。ですか ら,私 が1985年 に中国版 の トイ ンビ

ー博 士 と池 田先生 との対談集 を読み ました時 に,池 田先生 は トイ ンビー博 士

と対談 を され るほ どの方 なのだか らきっ と実 に素晴 ら しい学者 に違い ない と

思 い ま した。そ の ときは,私 は池 田先生 は大変 ご高齢 の方 だ と思 ってい ま し

たが,実 際 には,池 田先生 は トイ ンビー博士 の約半分 の年齢 であ り,し か も

私 よ り2歳 お若か ったのです。

さて,こ の対 談 につ いてですが,お 二人の対談 内容 は非常 に先見性 があ り

ます。皆 さん考 えてみて下 さい。す で に前世紀 の70年 代 に,お 二 人 は人類,

環境,平 和 に関す る多 くの大変重要 な課 題 につい て,つ ま り現在私達 が解 決

を願 い,ま た本 来解決 しなければ な らない多 くの課題 につ いて提起 されてい

るのです。そ して提 起 しただけで はな く,大 変多 くの非常 に重要 な意見 を提

案 されています。 これ らの意見 は現在 もなお,有 用 なものであ ります。

2005年,池 田先生 は私 を 日本 にお招 き下 さ り,会 見 して下 さい ま した。 私

は大変喜 ば しい気持 ちで池田先生 にお 目にかか りま した。 そ して思いがけず,

池 田先 生か ら 「さあ対談 を始 め まし ょう」 との ご提案 をいただ き,私 達 の対

談 が始 ま りま した。2年 前 の ことですが,ま るで今 日の出来事 の ように感 じ

てお ります。それか ら多 くの ご友 人の皆様方 の ご助力 をいただ き,特 に第三

文 明社 の ご尽 力 に よ り,対 談 「人 間勝 利 の世 紀 をめ ざ して 『歴 史』 と

『文化』 と 『教育』 を語 る」 の第1章 が最 近完成致 しま した。中国に 「老王売

瓜,自 売 自誇(自 画自賛す る)」 とい う諺があ ります。私 は老王で はございませ

んが,本 日の この機会 をお借 りして,皆 様 にぜ ひこの対 談 を読 んで頂 きたい

と推薦 させていただ きます。 第1章 は,明 年(2008)1月 に 『第三文 明』 に掲

載 され ます。

この章で は池 田先生 と私 の幼年 時代,少 年 時代,学 生時代 におけ る大変 に

よ く似 通 った経 歴 と人生観が語 られてお ります。私が この原稿 を読 んで,大

変驚 き気付 いた事 は,池 田先生 は こんなに も多 く私 と似 通 った経歴 をお持 ち

なのか,と い うこ とです。私達 はいず れ も商 人の家 に生 まれ てお り,私 の生
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家 は工場経営者,池 田先生 の生家 は商人 です 。 しか し,戦 争や家庭の事情 な

どに よって,私 達 はいずれ も家庭 の富貴 と栄華 の恩 恵 を授 か らなか ったので

す。そ れ どころか反対 に,あ っ とい う間に貧 しい社会 の底 辺 に落 ちて しまっ

たのです。 これ らは本当の ことです。 しか も私達 は ともに身体 が非常 に弱 く,

大人達は私 を見て,「 この子 は本 当に身体 が良 くない。20歳 まで生 きられるか

どうか わか らない」 と大変心 配 しま した。池 田先生 はおそ ら く私 よ りもっ と

病弱だ ったので しょう。 ですか ら先生の ご両親 は,「13歳 まで生 きられ るか ど

うか」 とご心配な さいま した。

また,私 達 は と もに大変 辛酸 を舐 め,苦 労 を しま した。池 田先生 は印刷会

社 で労働者 と して働 き,私 は四川省 の長江 の上流 で,危 険 な木造船 の上 で働

きま した。池 田先 生 は正規 の大学 で学 ばれて はい ません。 です か ら,先 生 は

自ら 「私 は戸 田大 学 を卒業 しました」 と述べ られ てい ます。池 田先生 は戸 田

先生 とい う個 人 を通 じて,師 弟 関係,あ らゆる学 問,そ して生涯 にわた る学

問 と人 間の基礎 を学 び,築 いて来 られ ま した。私 も同 じ く,設 備 の整 った正

規 の大学 で学んで はお りませ ん。 なぜ な ら,私 は常 に旧社会制 度に対 して抵

抗 していたため に,い つ も懲罰 を受 けてい たか らです。私 は中学か らず っ と

高校三 年生 までそ うした態度 であ ったため,と うとう高校 三年 生の時 に退学

処分 を受け ま した。ですか ら卒業証 書 もあ りませ ん。そ して新 たに会 計 を学

ぶ専 門学校 に入 り直 しました。 しか し一年 も経 たない うちに また除籍処分 と

なって しまい ま した。ですか ら専 門学校 の卒 業証書 もあ りませ ん。最 後 に難

関の大学 に入 りま したが,解 放 区に行 って闘 ってお りま したので大学 の卒業

証書 もあ りませ ん。私が これ までに受け取 った正式 な卒業証書 は,小 学校 の

卒業証書 だけです。 この ようなわけで私 は皆 様 に,池 田先生 との対談 の第一

章 をぜ ひお読 みいた だ きたいの です 。貧 しい病弱 な二人の子供 であったその

お一人の池田先生 は,今 や この ような偉大 な人物 にな られたのです。

昨 日参加 させ ていただい た第37回 入学式 にお ける池 田先生 のス ピーチは精

神力 とエ ネルギー に満 ち溢 れて い ま した。私 は大変 感動 い た しました。私 は

池 田先生 ほ どの大 きな業績 はござい ませ んが,見 ての とお り大変元気 に して
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お ります。 しか も今,私 は池 田先生 とともに,世 界平和 を推進 し,更 に素晴

ら しい人類 文明 を打 ち立 てるため に奮闘 してお ります。皆様 は きっ と私 達の

経験 に鼓 舞,啓 発 され る こ とが あ るはず です 。私 は皆 さんが大 変羨 ま しい。

今 日ご列席 の皆 さん一人一人 のお顔 を拝見 す る と,当 時 の私達 よ りもず っ と

健康 でた くま しく,ま た大変美 し く綺麗 であ られ る。 しか もまた,こ ん なに

も素 晴 ら しい大 学で教 育 を受 け,こ んなに も素晴 らしい創立者,学 長,先 生

や先輩 が皆様 に関心 を持 たれ,大 切 に育 み,導 い て くだ さっている。私 は ご

列席 のすべ ての方 々が,必 ずや私 よ り,私 達 よ り更 に大 きな業績 を残す にち

が いない と確信 してお ります。

私 と池 田先生 の共通点 は じつ に多 いのです 。その こ とに池 田先生 も私 も感

慨 を覚 えてお ります。例 えば,池 田先生 は侵 略戦 争 に反対 され ましたが,私

も侵略戦争に反対 をい た しました。池 田先 生 も私 も戦争 を経験 いた しま した。

しか し池 田先生 も私 も戦闘 は してお りませ ん。 もし本 当 に戦闘 を経験 してい

れ ば,私 達 は戦場 であい まみ えていたか もしれ ません。 しか し,幸 い に も私

達 は互 いに出会 ってか ら,こ の創価 大学 の太 陽の光が美 しく輝 きわたる平和

な環境 の もとで,人 類 の抱 える大変多 くの重大 な問題 についてお互 いに語 り

合い ました。

私 は今 日は これ以上対談の解 説 はいた しませ ん。 も し解 説 しました ら,皆

様 は私達 の対談 の第一章 をご覧 にな らないで しょうか ら,こ こまでに してお

きます(笑)。

さて,今 日は もう一点お話 しさせ ていただ きます。 これか らお話 しいた し

ます のは,歴 史 を学ぶ意義 につ いてです 。 と申 しますの も,先 ほ ど石神文 学

部長 が述べ られ ま した ように,皆 さんは これか ら人間学科 の学生 とな られ ま

す ので,こ の点 につ いてお話 しさせ ていただ きたいのです。現在,中 国やそ

の他 の 国や地域 で も,人 文学科 はあ る意味 におい て,勢 力 を弱 めて い ます。

つ ま り人気 が無 くなって きて いる とい う事実 があ ります。その大変重要 な原

因の一 つ と して,工 業革命以来経済発展 の時代 に入 り,と りわけ現在 は情報

化 時代 をむかえ,"科 学技術 を重ん じ,人 文 を軽 ん じ,物 質 を重 ん じ,精 神 を



記念講演会 「私 と歴史学」(15)

軽 んず る"と い う,全 人類文明が根深 く,救 い ようの無い頑 固な病気 にかか

って しまった とい うこ とです。近代化 は人類 文明 に対 して新 たな成長 ・発展

の ピーク をもた ら しは しま したが,一 方 で近代化 はまた深刻 な結果 を ももた

らしま した。つ ま り人文科学 を軽視 した結果,人 問関係 に限 らず,人 と環境

人 と地球,人 と宇 宙 との関係 にお いて も大変深刻 な多 くの問題が起 こってい

ます。 この点 については19世 紀末 か ら20世 紀初頭 にかけて,す でに東洋,西

洋の一部 の歴 史学者 によって問題提起 されてい ます 。 と りわけ第一次世界大

戦以降は西洋の学者が この問題 に対 して さらに強い関心 を寄せ てお ります。

しか しなが らこの問題 はい まだに解決 されてい ませ ん。科 学技術 はます ま

す急速 に発展 を遂 げてい ますが,科 学技術 もい まだ人類 に対 して完全 なる幸

福 を もた らしてはお りませ ん。戦争 は,世 界 的な戦 争であれ,地 域的 な戦争

であれ,冷 戦であれ,現 在 もなお続 いてい ます。全人類 は まだ 「太平(平 和)」

を得 てお りませ ん。 しか も資源の浪費 に よる環境汚染,人 々の精 神世界 の堕

落,犯 罪者 の増加,物 価 の さ らなる上昇 な ど,こ れ ら一連 の 問題 に よって,

私達 は よ り冷酷 な現実 に直面せ ざるを得 ませ ん。す なわち,人 類 文明 の病 は

治癒す る どころか,ま す ます ひ どくなるばか りです。

産業革命以来お よそ300年,人 々は 自然改造 や 自然利用 の面 で大 きな成果 を

得 ま した。 しか し人 々はその過程 において,い かに 自身を変 革 し,自 己形成

す るか とい うこ とを忘 れ,な お ざ りに して きました。 この ような状 況が生 ま

れた とい うこ とは,つ ま り物質文 明の高度 な成長 ・発展の一方 で,人 類 の精

神 的世界 は どん どん堕落 して しまった とい うこ とです。人 間関係 は ます ます

憂 うべ きもの とな り,人 聞 と自然 との関係 もます ます悪化 してお ります。 こ

の問題 をと りあげ るこ とにつ いて私 は多言 を要 しません。私 はある広告 を見

た ことが あ ります。 この広告 には一滴 の水が描 かれてお り,キ ャッチ フレー

ズ は 「地球最後 の一滴 の水,そ れ はお そ ら く人 問の涙 か も しれ ない」 とい う

ものです。

現在 多 くの人 は,当 面 の社会 の安定や人 々の生活 の豊 か さには関心 はある

が,私 達全人類 の生存す る地球 が どの よ うになって しまうか とい う問題 には
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考 えお よんでい ませ ん。私達 が次 の世代 に何 を残せ るのか,ま た次の世代 が

どの ように私達 の世代 を評価 す るだ ろ うか とい うこと も考 えてお りませ ん。

ゆ えに私達歴 史学者 と本年新 たに開設 された人 間学科 に学 ぶ皆 さん には,と

もどもに共通の責任 があ ります。 つ ま り人 々が忘 れ去 った,自 己形成,自 己

変革す る とい うこ とを再 び蘇 らせ,人 間性 を豊か にす る とい うことを蘇 らせ

るのです。

昨 日の入学式か ら本 日の この集 ま りで も,私 は皆様方 の眼差 しを見 ていて,

創 大生 は大変優 秀 である とい うこ とが わか りま した。皆様 方は この ような深

刻 な問題 に大変 関心 を持 ってお られ ます。以前,あ る ところで青 少年 にこれ

らの問題 を話 しま したが,全 く理解 で きない,ま たは全 く無関心 であ る とい

う反応 で した。人類 は まさに自身で 自らを破 壊 しているのです。問題 は本 当

に大変深刻な状況 にあ ります。

創価 大学 には素晴 らしい建 学の理念が あ り,女 子短大 に も素晴 らしい理念

と人材 がお られる ことを知 ってお ります。創価大学 は0貫 して学問 を しっか

りと学 ぶ だけで はな く,人 間形 成の重要性 を提 唱 され てい ます。私 は現在,

学生が 自身の人間形 成 をす るだけでな く,い か に して当面の深刻 な人類文 明

の過 ち を救 うか とい うことを真剣 に思考 してお ります 。それ ゆえ,私 は池 田

先生 と同様,ご 列席 の若 い学生 の皆 さん に大 きな期待 を寄せ てい るのです。

皆 さんが この得 難い学生時代 に しっか りと勉 強 をされ,し っか りと身体 と精

神,そ して人格 と能力 に至 る まで,総 合 的 に 自己 を鍛 錬 され ます よう願 って

お ります。

中国に 「少壮不努力,老 大徒傷悲(若 い時に努力しないと,年 老いてからいたず

らに悲嘆にくれるだけである)」 とい う諺が あ ります。私 は皆様が年老いた時に,

悲嘆 に暮 れ る ことな く,喜 びに溢 れ,常 に健 康 で,池 田先生 と同 じよ うに,

あ るいは私の ように,壮 健 な身体 で,八 十歳 になって も人類 に対 して さらに

少 しで も貢献 していけ るようになっていただ きたい と願 ってお ります。皆 さ

ん1自 信 はあ ります か?(学 生全員が 「はい!」 と返答)。 本 日は大 変 にあ り

が とうござい ました。


